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The purpose of this study is to clearfy how the establishment and 
development of bullying and school violence laws changed the school. The 
project is underway with a joint research grant from Dokkyo University 
with a plan of two years from 2018.
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＜改正2009年5. 8、2012年1. 26、2012. 3. 21.＞
１．「学校暴力」とは、学校内外での学生を対象に発生した傷害、暴行、監禁、
脅迫、略取・誘引、名誉毀損・侮辱、強姦、強要・強制的な使い走りや性暴力、
































































調査を要求することができる。＜新設2009. 5. 8、2012. 3. 21.＞
⑥国家および地方自治体は実態調査に関する予算を支援して、関係行政機関は
実態調査に協力しなくてはならず、学校の専門機構に行政的・財政的支援を
することができる。＜改正2009. 5. 8、2012. 3. 21.＞
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認識や、教師の責任などが好対照であった。今回はあくまで研究ノートのため、
資料の翻訳がメインであるが今後は法改正の趨勢を注視するとともに、日本や
台湾との比較をしつつこの法化現象が学校現場に何をもたらすのかを明らかに
していきたい。
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